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はじめに
　2017年 6 月 に カ ナ ダ の ジ ャ ス テ ィ ン・ ト ル ド ー（Justin 
Trudeau）政権 1 は「フェミニスト国際援助政策」（Feminist In-








for Civil Society Partnership for International Assistance―A 
Feminist Approach: GAC 2017c）を発表した。
　カナダはもともとODA（政府開発援助）政策においてCSO、あ
るいは非政府組織（NGO）の役割を重視し、NGO/CSOとのパー
トナーシップにおいて先駆的なドナーであった（Black et al. 





Canada’s Feminist International Assistance Policy and 





















































































（ 2）指 針 と な る 原 則 と 公 約（GuidingPrinciplesand
Commitments）
　これには以下の 6 つが列挙されている。















の透明性とアカウンタビリティの 4 つの原則を掲げている 7 。
・ 脆弱国における関与のためのニューディール（A New Deal 
for Engagement in Fragile States）：同じプサンの会議で合意
された脆弱国に対する援助に関する合意文書 8 。




ples for CSO Development Effectiveness）：援助効果に関する
議論の中で、CSOによる開発効果を高めるための 8 つの原則
で、Open Forum for CSO Development Effectivenessにより
2010－11年につくられた10。
（ 3）目的と行動（ObjectivesandActions）
























































Review: IAR）を経て 1 年強の期間をかけてつくられたFIAP と
違い短期間のものとなった。夏季休暇をとっている人が多い 8 月
下旬にカナダ外務省（Global Affairs Canada: GAC。J. トルドー
政権成立後、DFATDから改称）よりドラフト12がしめされ、当













































































ン ダ、ODAAA、「人 権 ベ ー ス で イ ン ク ル ー シ ブ」（human 

















た（GAC 2017b）。人道援助に関する 2 つの文書とイスタンブー
ル原則は2030アジェンダに付随する形で言及されていた。これに













































































financing）も重要な要素と考えられている（Open Forum for 
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もとづいて最後に 9 つ目になったのに対して、順番から言えば 3
つ目となった。原政策では「指針となる原則と公約」に含まれて
いた脆弱国における関与のためのニューディールと、Principles 





















































いることへの批判があった（CCIC 2017a; 高柳 2016）15。
　ドラフトではCSOの多様性に関する記述が弱いことが批判さ









































































































Pratt: 1994; 高柳 2001: 6 章; 2003）など、「道具化」の方向は見られた。





























CSO支援策の変更までは、有力CSOに対して団体の 3 - 5 年の活動計画
に対してCIDAが支援するInstitutional Fundingが行われていた。詳し
くは、高柳（2001: 4 - 5 章）を参照。
16　CCIC eNewsletter, February 2018, May 2018, November 2018.
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